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第71期導入修習カリキュラムの概要

司法研修所



はしがき

導入修習は,修習開始段階で司法修習生に不足している実務基礎知識･能力に気付かせ，

かつ，より効果的,効率的な分野別実務修習が円滑に行えるようにすることを目的としてい

る。

第71期司法修習においても， この導入修習の目的に沿った教育効果を上げることを企

図してカリキュラムを策定し，実施した。その概要は，本資料及び別添の「第71期導入修

習日程予定表」のとおりである。

司法修習生指導担当者各位におかれては，本資料を分野別実務修習における司法修習生

の指導の参考としていただきたい。
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第1民事関係科目

民事裁判

1即日起案・解説

（1） 目的

I

へ

■■
(2)事案の概要

(3)起案事項

(4)講評等

－
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2民事事実認定の手法と解説

内

3謝詳I修習に向けて（刑事裁判と共通）
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民事弁護

講義

(1)講義1 （民事保全・民事執行）

ア実施の概要

Ⅱ

1

/f DVD教材の内容

ウ設問内容

(2)講義2 （弁護士倫理・職責等）

ア目的

イ実施の概要

5



2問題研究（即日起案等）

（1）実施の概要

(2)事案の概要

(3)実施内容

ア問題研究1 （事情聴取記録に基づく訴状作成及び訴訟戦略の検討）

イ問題研究2 （即日起案）

｜

’

’
ウ問題研究3 （講評）

3演習

（1）演習1 （立証）

ア実施の概要

’
一旦一一
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イ設問内容

(2)演習2 ，(和解条項）

ア実施の概要

イ設問内容
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Ⅲ民事共通

1民事第一審手続の概説（講義）

2民事総合1．2
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－
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第2刑事関係科目

I 刑事裁判

1講義（事前課題解説等）

即日起案・事前課題の解説

(1)即日起案

ア目的

2

■I

イ事案の概要

ウ起案事項

’
エ解説

’

(2)事前課題の解説等

’ ’
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(民事裁判と共通）裁判修習に向けて

民事裁判の項参照

3

P

11



Ⅱ検察

1導入講義

■

2即日起案

（1） 目的

－

(2)事案の概要

(3)起案事項

･3捜査演習

4即日起案講評十検察官の心構え等

’
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’
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Ⅲ刑事弁護

1刑弁演習1 （捜査弁護）

（1） 目的

’ ’
(2)事案の概要

(3)実施内容

口 ’
2刑弁演習2 （即日起案の解説・否認事件）

（1） 目的

壬■■■■■■■ 1画

(2)事案の概要

(3)起案事項

口
(4)講評等
■■■■■■■■■■■
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3刑弁演習3 （量刑事件）

（1） 目的

1q■■ 一

(2)事案の概要

(3)実施内容
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刑事共通

1刑事問題研究（勾留）

（1） 目的

Ⅳ

(2)事案の概要

(3)実施内容

2’刑事共通演習基礎（公判前整理手続）

（1） 目的

充実した公判の審理を実現するためには，公判前整理手続において的確かつ迅速

’’に争点整理を行うことが不可欠である。

(2)事案の概要

’口
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(3)実施内容

G■

｡

申
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